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　本研究では，高齢雇用者のジョブ・クラフティング
（以下，JC）研究の現状を整理し，JC をより実践に活
かすための今後の研究課題を指摘する。JC は，「従業
員が自ら仕事や人間関係の境界に関して行う物理的・
認知的変化」（Wrzesniewski and Dutton 2001）と定
義される概念である。高齢雇用者の活性化に JC の概
念が有効であることが近年指摘されている（Kooij, De 
Lange and Van De Voorde 2021）が，高齢雇用者に
特有な JC の実態を明らかにした先行研究は極めて少
ない（Kooij, Tims and Kanfer 2015）ため，この研究
領域の方向性や課題を整理する。
　まず，先行研究で示唆されている高齢雇用者の JC
の先行要因に関して，3 点挙げる。第 1 に，高齢雇用
者の主観的年齢（subjective Age）が高い（自分で若
いと感じている）ことが，JC を促進する（Nagy, 
Johnston and Hirschi 2019；Zacher and Rudolph 
2019）。第 2 に，役職定年や定年再雇用といったキャ
リア・ステージの変化が高齢雇用者の JC を促進する
ことがある（岸田 2021）。第 3 に，意思決定への参
加，情報共有，広範で柔軟なジョブ・デザインなどの
機会増強的な人事慣行も JC の先行要因になりうる

（Kooij, De Lange and Van De Voorde 2021）。
　次に，高齢雇用者の JC のアウトカムに関して，6 点
指摘する。第 1 に，JC は個人－仕事適合（person-job 
fit）を改善する（Kooij et al. 2017）。第 2 に，JC がワ
ーク・エンゲジメントと仕事の成果に正の影響を与え
る（Kooij et al. 2020）。第 3 に，JC はワーク・モチベ
ーションを高めたり，維持する効果を持つ。第 4 に，
JC のアウトカムとして自己アイデンティティの維持

も挙げられる。第 5 に，JC の訓練介入により，仕事に
おけるサクセスフル・エイジング（幸福な老い）が強
化される（Kooij, Tims and Kanfer 2015；Zacher and 
Rudolph 2019）。第 6 に，JC は高齢雇用者のリテンシ
ョン（定着）に有効であり（Kooij, De Lange and 
Van De Voorde 2021），JC が定年を超えてもなお働き
続ける動機付けに影響を与える。
　次に，高齢雇用者に特有な JC の形態として，2 点挙
げる。第 1 に，Kooij, Tims and Kanfer （2015） は，高
齢雇用者は若年雇用者とは異なる JC 行動を起こす可
能性があることを示唆しており，SOC 理論（Baletes 
and Baltes 1990）とKanfer and Ackerman （2004） の
年齢に応じた個人内の仕事の変化分析に基づき，高齢
雇用者に特有な JC として，調節 JC，開発 JC，利用
JC の 3 次元を提示する。第 2 に，岸田（2019, 2021）
は，役職定年や定年後再雇用といった年齢で区切られ
たイベントにより地位や役割の変容を強要される高齢
雇用者の JC の実態を分析している。岸田（2021）の
分析からは，60 歳代前半層の高齢雇用者は定年後，拡
張的 JC だけでなく縮小的 JC の行動も起こすことで，
再雇用という立場への適応を図っていることがわか
る。
　最後に，この研究領域の課題として 3 点のことを指
摘する。第 1 に，高齢雇用者の JC がどのようなプロ
セスで発現するのか，そして，その JC が現役世代と
高齢雇用者がともに協働する職場にどのような効果を
もたらすのかについて解明することが求められる。
　第 2 に，高齢雇用者の JC 研究は，海外の文脈のも
のがほとんどであり，日本の文脈における研究は岸田
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（2019, 2021）に限られる。そのため，海外の文脈と
日本の文脈において，高齢雇用者の JC にどのような
相違点があるのかは明らかにされていない。
　第 3 に，高齢者雇用の年齢層をどの年齢層に特定す
るのかということも課題となる。先行研究が調査対象
とする年齢層は幅広いが，どの年齢層を調査対象とす
るのかということは，その国の文脈，特にその国の定
年制度，定年年齢にも依存する課題である。
　そして，高齢雇用者は個人差が大きく多様だとされ
ているので，年齢だけでなく，高齢雇用者の性差，正
規・非正規といった属性，ホワイトカラー・ブルーカ
ラーなどの職種，官・民など勤務先の業種の差など領
域を限定し，領域ごとに高齢雇用者の JC を精緻に分
析することも必要になる。
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